
 

 

 

 

2022 年９月 17 日 

一般財団法人 日本気象協会 

 

 

 

 

 

 

日本気象協会は、台風第 14 号に伴う今後の大雨と災害の見通し（9 月 17 日 12 時時点）に関する

情報を、防災レポートとして発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型で猛烈な台風第 14 号は 17 日（土）10 時現在、南大東島の東約 180km にあり､中心気圧は

910hPa、中心付近の最大風速は 55m/s となっています。台風はこのあと北よりに進路を変え、18

日（日）には特別警報級の勢力で九州南部にかなり接近または上陸する可能性があります。台風はそ

の後、19 日（月）には九州北部周辺で進路を東向きに変えて西日本を縦断する予想となっています。

台風の進行速度が遅く、そのため長時間にわたって大雨や暴風の影響が出るとともに、中国地方など

では雨量が多くなる可能性があります。また、西日本の広い範囲で大雨や暴風に加え、沿岸部では高

潮や高波に警戒が必要です。20 日（火）にかけて東日本、北日本にも影響する可能性があります。 

 
図 1 9 月 18 日（日）～20 日（火）にかけて予想される 48 時間雨量最大値と既往最大比。 

（過去最大値の集計期間：2006 年 5 月～2021 年 12 月） 
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・台風第 14 号は、18 日には特別警報級の勢力で九州に接近・上陸する可能性がある。 

・台風は 19 日以降、西日本を縦断する可能性がある。進行速度が遅いため、長時間にわたって影響

が生じるおそれがある。 

・九州地方では 48 時間降水量が 800mm を超え、既往最大比 150%超の大雨となるおそれがある。 

・普段雨が多くない中国地方でも 48 時間降水量が 600mm を超え、既往最大比 150%超となるお

それがある。 

 



日本気象協会独自の「JWA アンサンブル雨量予測」では、台風第 14 号の影響により、宮﨑県、熊

本県、鹿児島県で 20 日（火）にかけての 48 時間雨量の最大値が 800mm を超えて、既往最大比（※

1）150%を上回る可能性があります（※2）。また、台風の進路にあたる九州北部や中国地方でも、

20 日（火）にかけての 48 時間雨量の最大値が 600mm を超える予測となっています。特に、中国地

方は普段から雨が少ない地域でもあるため、既往最大比が 150%を超える可能性があります。日本気

象協会と静岡大学牛山素行教授との共同研究の結果（※3）によると、既往最大比 150％を超えると犠

牲者の発生数が急増する可能性があり、災害発生危険度が極めて高いことから厳重な警戒が必要で

す。 

 

表 1 は、九州地方、中国地方の国管理河川のうち、河川の流域平均雨量の予測値が計画規模降雨

（※4）を超えているものを示したものです。九州南部では 18 日（日）～19 日（月）にかけて、九

州北部や中国地方では 19 日（月）～20 日（火）にかけて、国管理河川の大きな河川を含め多くの河

川で現状の整備水準を超える規模の雨量が、広範囲に予測されており、氾濫が発生するおそれがあり

ます。市町村が作成している洪水ハザードマップなどを早めに確認し、浸水の可能性や避難する場

所・経路などを把握するとともに、避難への備えを行ってください。ここでは示していない河川でも

氾濫が発生するおそれがありますので、最新の気象情報や河川情報を確認するようにしてください。 

 

 

表 1 予測雨量が「河川整備基本方針における計画規模降雨」を上回る国管理河川 

 
 

台風接近により暴風にも警戒が必要です。瞬間風速 25m/s 以上となる確率は、18 日（日）を中心

に九州地方の広い範囲で 70%を超えています。また、四国地方や中国地方でも 18 日（日）夜～19 日

（月）日中にかけて、所々で 50%を超える確率になっています。暴風への備えは早めに済ませるよう

にしてください。また、交通機関の乱れも予想されます。連休中はこまめに気象情報や交通情報を確

認するようにしてください。 



また、台風第 14 号は強い勢力を保ったまま接近する見込みで、台風の進行方向と湾の軸が一致する

可能性が高い鹿児島湾、有明海、瀬戸内海では、高波・高潮による浸水害への備えが必要です。高潮

は台風接近時に「気圧低下による吸い上げ効果」、「強風による吹き寄せ効果」、「高波による水位

上昇」により発生します。 

 

 

 
図 2 瞬間風速 25m/s 以上の風が吹く確率分布。 

（日中：06 時～18 時／夜間：18 時～翌 06 時） 

 

 

本情報は 2022 年 9 月 17 日（土）12 時時点の予測資料から作成したものです。最新の気象情報を

ご確認ください。 

 

 

  ※1 既往最大比とは、解析雨量が 1km メッシュ化された 2006 年 5 月以降に観測された雨量の 

最大値との比のこと 

※2 既往最大値の集計期間は 2006 年 5 月以降のため、2005 年台風第 14 号の大雨は含まれてい

ないことに留意してください。 

※3 本間基寛，牛山素行：豪雨災害における犠牲者数の推定方法に関する研究，自然災害科学，

Vol. 40，特別号，pp. 157-174，2021． 

※4 計画規模降雨：河川整備の目標とする降雨。この規模の雨が降っても氾濫（はんらん）が発生しな

いように治水対策が進められている。その降雨量は大雨事例を基に、確率計算により求める方法が

一般的で、1/100～1/200 確率降雨量としている。 

 

 

※日本気象協会の天気予報専門メディア「tenki.jp」では、「警報・注意報」「地震情報」「津波情報」

「火山情報」「台風情報」などの防災情報（https://tenki.jp/） を 24 時間 365 日提供しています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

安部 智彦（あべ ともひこ） 

一般財団法人 日本気象協会 

社会・防災事業部 防災マネジメント課  

副課長 

技術士（建設部門：河川、砂防及び海岸・海洋） 
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気象予報士 
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